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新規エビゲノム制御因子解析法の確立
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＜要約＞
派遣先での研究は、概ね計画通り行った。ただしChIP－Seqなど一部の実験については、研究を進め
る上で不必要であると判断し実施しなかった。本研究では、新規エビゲノム制御因子解析法の確立
を最終目標とし、初年度に誘導性のテザリングシステムとレポーターアッセイ系の確立を行い、
年目にこれらのシステムを用いて詳細な解析を行った。本研究内容について国際学会で一度ポスタ
ー発表を行い、日本国内の学会でも口頭発表を二度行った。また、研究内容について派遣期間内に

論文を発表することはできなかったが、論文投稿に必要な実験は終えており、現在論文投稿準備中
である。以下に研究内容とその実施状況の詳細について示す。

＜研究の概要＞
本研究では、エビゲノム制御因子の直接的な機能を検証するために、特定のゲノム領域にクロマチ
／タンパク質を任意のタイミングで局在化させる手法を確立することを目的として研究を行った。
また、この技術をレポーター遺伝子アッセイと組み合わせることで、既存の解析手法とは異なる新
しい実験法を確立することを最終目標とした。研究のステップは、①cRISPR／Cas9システムとラ
バマイシ／依存的に一畳体を形成する技術を応用した特定のゲノム領域へ任意のタイミングで結合
させる手法の確立、②アブシシン酸依存的に転写を誘導できるレポ　ター遺伝子を保有するES細胞
株の作成、③レポ　ター遺伝子の転写開始上流領域やイントロ／領域にクロマチンタンパク質を局
在化させた時のレポーター遺伝子の発現量の変化を定量的に解析する手法の確立、の3つに分ける
ことができる。最初の一年間で①と②の研究内容がほぼ完了した。一年目の期間で③の研究を行っ
た。実施した研究についてそれぞれ詳細を後述する。
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